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「
役
員
会
を
終
え
て
」 

横
浜
陶
芸
友
の
会 
会
長 

鍋
島 

弘
義 

  

総
会
で
新
役
員
が
選
出
さ
れ
て 

初
め
て
の
「
役
員
会
」
が
先
日 

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

「
作
品
展
」
の
出
展
料
に
端
を
発
し
今
ま
で
先
送

り
に
し
て
い
た
「
友
の
会
の
今
後
の
方
向
性
」
に
つ

い
て
の
議
論
に
ま
で
至
り
ま
し
た
。 

 

確
か
に
先
の
見
え
な
い
中
で
出
展
料
の
値
上
げ
も

値
下
げ
も
な
い
わ
け
で
、
繰
越
金
、
作
品
展
、
焼
成

会
、
会
の
備
品
な
ど
話
し
合
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い

議
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

 

高
齢
化
に
伴
い
会
員
数
も
今
年
度
は
23
名
に
な

り
、
昨
年
度
の
「
第
43
回
作
品
展
」
の
参
加
者
も
13

名
と
激
減
し
て
い
ま
す
。 

「
出
展
者
が
何
名
に
な
っ
た
時
「
作
品
展
」
は
閉
じ

る
の
か
？
」
と
の
意
見
や
「
50
回
ま
で
頑
張
る
。
」
や

「
年
齢
よ
り
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
大
事
。
」「
作
品
の

質
と
量
の
問
題
で
人
様
に
見
せ
ら
れ
る
作
品
が
出
せ

な
け
れ
ば
終
わ
り
。
」
な
ど
、
考
え
方
は
そ
れ
ぞ
れ
違

っ
て
い
ま
す
。 

何
は
と
も
あ
れ
、
今
年
度
の
「
作
品
展
」
は
行
い

ま
す
。
こ
の
議
論
は
、
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。 

皆
さ
ん
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 

今
年
度
の
「
焼
成
会
」
も
技
能
文
化
会
館
の
大
き

な
窯
を
借
り
ず
、
専
修
部
長
の
井
上
さ
ん
の
窯
を
使

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
の
よ
う
に
釉
薬
を

運
ば
な
く
て
す
み
、
希
望
す
る
釉
薬
が
掛
け
ら
れ
る

の
で
、
皆
様
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

こ
の
会
の
特
徴
は
色
々
な
職
種
の
方
が
色
々
な
考

え
を
持
ち
な
が
ら
も
陶
芸
と
言
う
趣
味
を
通
じ
作
陶

方
法
や
釉
薬
、
焼
成
方
法
な
ど
陶
芸
談
義
に
花
を
咲

か
せ
て
楽
し
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
「
作
陶
す
る
に
は
年
齢
よ
り
も
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
方
が
大
事
で
、や
は
り
会
に
刺
激
が
欲
し
い
。
」と
、

言
う
方
が
い
ま
し
た
。
そ
の
通
り
だ
な
と
。
私
は
感

じ
ま
し
た
。 

今
年
、『
関
東
学
院
大
学
の
大
学
祭
の
時「
友
の
会
」

か
ら
作
品
を
展
示
し
て
ほ
し
い
。
使
用
料
は
無
料
で

す
。』
と
い
う
話
が
来
て
い
ま
す
。
詳
細
は
未
定
で
す

が
役
員
会
で
「
や
り
ま
し
ょ
う
」
と
言
う
意
見
に
ま

と
ま
り
紹
介
し
て
く
だ
さ
っ
た
佐
々
木
先
生
に
そ
の

旨
伝
え
ま
し
た
。
10
月
28
・
29
日
の
二
日
間
で
す

が
多
く
の
会
員
が
参
加
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。 

 

 

日
頃
、
会
に
対
し
て
感
じ
て
い
る
こ
と
を
役
員
会

に
参
加
し
て
み
ん
な
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。 

 

「
役
員
会
」
報
告 

 

７
月
22
日
（
土
）
15
時
よ
り
、
会
長
、
副
会
長
、

各
役
員
７
名
の
出
席
で
話
し
合
い
ま
し
た
。 

 

《 

議
題 

》 

一
、
各
部
か
ら
の
報
告 

 

①
総
務
部 

（
☆
印
は
決
定
事
項
で
す
） 

〇
会
議
・
活
動
等
の
年
間
予
定
が
出
さ
れ
ま
し
た 

 

○
会
計
よ
り 

・
決
算
方
法
に
つ
い
て 

☆
役
員
会
の
交
通
費
は
そ
の
都
度
総
務
か
ら
支
払
う
。 

（
部
会
は
今
ま
で
通
り
） 

☆
各
行
事
の
会
計
は
行
事
後
の
役
員
で
報
告
・
承
認 

を
得
る
。 

☆
活
動
費
の
締
め
は
「
２
月
の
役
員
会
」
で
行
う
。 

☆
「
四
月
の
役
員
会
」
で
「
決
算
・
予
算
」
の
審
議 

を
行
い
「
五
月
の
総
会
」
で
承
認
後
、
活
動
費
を

支
払
う
。 

☆
繰
越
金
の
扱
い
に
つ
い
て
も
、
こ
の
会
の
存
続
の 

 

話
し
合
い
の
中
で
出
ま
し
た
が
、来
年
の「
総
会
」

で
報
告
性
を
提
示
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

〇
広
報
よ
り 

 

☆
会
報
の
発
行
日
は
、
印
刷
に
出
し
た
日
に
す
る
。 

☆
四
月
に
「
総
会
に
諮
る
資
料
」
を
配
布
す
る
。 

 

お
詫
び 

 

・
第
185
号
の
「
事
業
部
よ
り
」
の
項
で
「
出
展
料

の
変
更
」
の
内
容
で 

 

今
年
度 

一
区
画
90
㎝
で
５
千
円 

に
変
更 

と
、
書
い
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
正
確
に
は
議
論
の

内
容
の
一
部
で
し
た
。 
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（
広
報
よ
り
） 

 

・
受
付
時
、
作
品
は
生
で
も
素
焼
き
し
た
物
で
も 

い
い
そ
う
で
す
。（
割
れ
な
い
よ
う
に
注
意
） 

・
井
上
宅
が
焼
成
会
場
な
の
で
、
25
種
類
以
上
の 

釉
薬
が
体
験
で
き
、
多
少
の
無
理
に
も
対
応
し
て 

く
れ
る
そ
う
で
す
。 

今
回
、
再
協
議
の
上
「
事
業
部
よ
り
」
の
項
で 

出
展
料
に
つ
い
て
は
報
告
さ
れ
ま
す
。 

 
混
乱
を
招
き
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

  
 

〇
そ
の
他 

 

☆
会
議
日
の
連
絡
は
会
場
が
取
れ
た
時
と
二
週
間
前 

の
二
回
メ
ー
ル
・
ラ
イ
ン
等
で
行
う
。 

☆
検
討
事
項
が
あ
る
場
合
は
前
も
っ
て
連
絡
す
る
。 

  

②
事
業
部
（
詳
細
は
事
業
部
よ
り
の
欄
を
参
照
） 

 
 

〇
「
第
44
回
作
品
展
」
の
日
程
に
つ
い
て 

 
 
 

・
日
時
・
会
場
・
そ
の
他 

 

 
 

〇
出
展
料
に
つ
い
て
（
協
議
） 

 
 

〇
そ
の
他 

  

③
専
修
部
（
詳
細
は
専
修
部
よ
り
の
欄
を
参
照
） 

 
 

〇
「
焼
成
会
」
に
つ
い
て 

 
 

・
日
時
・
会
場
・
そ
の
他 

 

 

二
、
そ
の
他 

 

〇
「
関
東
学
院
大
学
」
関
内
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の 

「
大
学
祭
」
に
お
け
る
「
展
示
会
」
に
つ
い
て 

☆
「
友
の
会
・
有
志
」
と
し
て
参
加
す
る
方
向
で 

決
定
し
ま
し
た
。（
詳
細
は
後
述
） 

 

三
、
次
回
の
「
役
員
会
」
予
定 

  

☆
10
月
21
日
（
土
） 

15
時
か
ら 

 
 
 

 
 

（
場
所
）
杉
田
地
区
セ
ン
タ
ー 

 
 

「
秋
期
焼
成
会
」
の
ご
案
内 

専
修
部 

 

前
回
の「
友
の
会
だ
よ
り
」で
ご
案
内
し
た
よ
う
に
、

左
記
日
程
で
「
秋
期
焼
成
会
」
を
行
い
ま
す
。 

 

今
回
は
会
場
が 

技
能
文
化
会
館
で
は
あ
り
ま
せ
ん 

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

                      

                       
 

       
 

 

記 

〇
９
月
３
日 

（
日
）
AM

10
時 

受
付 

〇
９
月
10
日
（
日
）
AM

10
時 

釉
掛
け 

 

〇
「
作
品
引
渡
し
」
に
つ
い
て
は
参
加
重
量
に 

よ
り
受
付
時
に
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

〇
「
焼
成
費
」
は 

1000
円
／
１
㎏ 

※
受
付
時 

素
焼
き
済
み
作
品 

を
持
参
し
た
方 

は
希
望
に
よ
り 

当
日
釉
掛
け 

も
可
能
で
す
。 

※
（
そ
の
場
合
は 

10
日
に
来
る
必
要 

は 

あ
り
ま
せ
ん
。
） 

 

〈
受
付
会
場
〉 

会
員
限
定
。
郵
送
さ
れ
た
会
報
を
参
照
の
こ
と 

会場までの地図 
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関
東
学
院
大
学 

関
内
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
展
示 

に
つ
い
て
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 

【
イ
ベ
ン
ト
名
称
】「
関
キ
ャ
ン fes.

」 

 
 

（
関
内
キ
ャ
ン
パ
ス 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
） 

 

≪
 

開
催
趣
旨
（
概
略
）≫

 

〇
「
関
東
学
院
大
学
が
社
会
連
携
教
育
」
の
拠
点
と 

し
て
開
設(

2023
年
４
月
）
し
た 

〇
関
内
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
社
会
・
地
域
に 

開
か
れ
た
大
学
と
し
て
広
く
一
般
市
民
に
向
け
て

情
報
発
信
す
る
一
つ
の
機
会
を
提
供
す
る
た
め 

開
催
す
る 

 

【
開
催
日
時
】
2023
年
10
月
28
日(

土)

、
29
日(

日)  
 

10
時
～
16
時 

【
主
な
企
画
】 

①K
-b

iz

ア
ク
テ
ィ
ブ
チ
ャ
レ
ン
ジ
最
終
報
告
会 

（
経
済
学
部
主
催
・
横
浜
中
華
街
発
展
会
協
力
） 

 

  
 

2F
ホ
ー
ル 

28
日 

10
時
～
12
時 

②
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ムo

r

講
演
会（
横
浜
信
用
金
庫
協
力
） 

 
 

2F
ホ
ー
ル 

28
日 

13
時
30
分
～
15
時 

③
合
唱
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
発
表
会 

（
赤
い
靴
記
念
文
化
事
業
団
主
催
） 

 
 

2F
ホ
ー
ル 

29
日 

11
時
～
14
時 

 
 

 

☆ 

陶
芸
作
品
展
（
横
浜
陶
芸
友
の
会
主
催
） 

 

2F
ギ
ャ
ラ
リ
ー
利
用
を
お
勧
め 

 

④
そ
の
他 

法
科
大
学
院
研
究
科
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
大
学
公
開
講
座
発
表
会
、
同
窓
会
支
部
会
総
会 

⑤
ま
た
、
大
通
り
公
園
で
は
、
物
産
展
（
長
崎
・
沖

縄
・
福
島
）、
地
元
野
菜
販
売
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど

が 

出
展
予
定 

で
す
。 

 

現
在
の
と
こ
ろ
、
以
上
の
よ
う
な
予
定
で
企
画 

準
備
中
と
の
こ
と
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

〇
佐
々
木
先
生
か
ら
の
概
要
で
、
関
内
キ
ャ
ン
パ
ス
は 

「
広
く
一
般
市
民
に
向
け
て
情
報
発
信
す
る
一
つ
の
機

会
を
提
供
す
る
」
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
だ
と
わ
か
り
ま
し

た
。
学
生
の
メ
イ
ン
は
八
景
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
関
内
で
は 

「
ホ
ー
ル
」
で
の
発
表
会
の
よ
う
で
す
。 

〇
見
学
者
の
対
象
は
学
生
で
は
な
く
ホ
ー
ル
に
集
ま

る
市
民
の
皆
様
に
な
り
ま
す
ね
。 

〇
「
陶
芸
友
の
会
」
の
展
示
も
２
階
の
ホ
ー
ル
前
の
広

い
廊
下
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
な
り
そ
う
で
す
。 

〇
こ
の
会
と
し
て
は
28(

土
）
、
29(
日
）
日
の
両
日
の

展
示
予
定
で
す
。 

 

出
展
料
は
無
料 

 

広
く
一
般
の
方
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
え
る
た
め
に

も
で
き
る
だ
け
多
く
の
会
員
の
出
展
を
望
み
ま
す
。 

  

○
第
44
回
「
作
品
展
」
開
催
日 

決
定 

     

（
特
設
コ
ー
ナ
ー
）
課
題
は
「
ど
ん
ぶ
り
」
で
す
。 

 

※
今
ま
で
作
っ
た
最
高
傑
作
で
も
、
独
創
性
に
富

ん
だ
個
性
的
な
作
品
で
も
一
品
出
し
ま
し
ょ
う
。 

 

（
出
展
料
） 

・
役
員
会
で
は
資
料
に
基
づ
き
「
出
展
料
を
値
下
げ

し
て
繰
越
金
を
減
ら
し
て
い
く
」
案
や
、「
グ
ル
ー

プ
展
な
ん
だ
か
ら
、
作
品
の
数
に
関
係
な
く
一
律

の
値
段
で
い
い
の
で
は
な
い
か
」
と
か
「
今
ま
で

通
り
の
や
り
方
で
い
い
の
で
は
」
な
ど
、
色
々
な

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

・
最
終
的
に
落
ち
着
い
た
案
が 

今
ま
で 

一
区
画 

30
㎝ 

二
千
円 

を 

 
 
 
 

一
区
画 

45
㎝ 

二
千
円 

に
す
る 

 
 

案
で
す
。 

 

今
ま
で
三
区
画
だ
っ
た
人
も
二
区
画
で
済
み
ま
す
。 

 

実
質
値
下
げ
に
な
り
ま
す
。 

 

☆
「
作
品
展
」
の
詳
細
に
つ
い
て
は
次
回
11
月
号 

発
送
時
に
同
封
い
た
し
ま
す
。 

 

関
東
学
院
大
学 

関
内
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の 

「
陶
芸
作
品
展
」
に
つ
い
て
佐
々
木
先
生
か
ら 

概
要
の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

次
の
内
容
で
す
。 

《
連
絡
・
受
付
窓
口
》
鍋
島 

が
行
い
ま
す 

（
期
日
）
令
和
６
年
１
月
９
日(

火) 

～
14
日
（
日
）（
６
日
間
） 

（
会
場
）「
か
な
っ
く
ホ
ー
ル
」
３
階
Ａ
室 
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「
第
43
回
の
作
品
」 

鈴
木
貴
久 

              

今
回
の
メ
イ
ン
は
こ
の
「
タ
ン
パ
ン
」
で
す
。 

 

黄
瀬
戸
は
本
来
ぬ
る
い
温
度
で
長
時
間
焼
く
も
の

で
、
黄
瀬
戸
は
良
い
が
、
ど
う
も
タ
ン
パ
ン
の
色
が

黒
ず
ん
だ
り
透
明
感
が
無
か
っ
た
り
す
る
。 

           

い
つ
も
還
元
か
ら
酸
化
に
変
え
る
温
度
を
1210
℃

に
し
て
い
る
が
1228
℃
ま
で
還
元
に
し
て
置
い
た
ら

良
い
の
が
取
れ
た
。 

 

今
回
長
時
間
焼
け
な
い
代
わ
り
に
わ
ざ
と
1228
℃

ま
で
還
元
を
か
け
て
焼
い
て
み
た
。 

そ
の
結
果
飽
和
熱
が
還
元
の
場
合
溜
ま
り
そ
の
熱

量
で
グ
リ
ー
ン
の
透
き
通
っ
た
色
が
出
た
。 

 

偶
然
の
結
果
で
き
た
も
の
だ
が
、
釉
薬
が
少
な
く

な
っ
た
の
で
小
さ
い
も
の
し
か
で
き
な
い
。 

 

「
三
角
の
青
い
花
器
」酸
化
コ
バ
ル
ト
化
粧
土
３
色 

の
３
色
と
は
、
コ
バ
ル
ト
と
白
化
粧
と
の
量
の
割
合 

（
濃
度
）
の
違
う
３
種
類
の
こ
と
で
、 

①
白
化
粧
１
ℓ
に
対
し
コ
バ
ル
ト
24
ｇ
（
濃
い
） 

②
白
化
粧
１
ℓ
に
対
し
コ
バ
ル
ト
12
ｇ 

↓
 

③
白
化
粧
１
ℓ
に
対
し
コ
バ
ル
ト
６
ｇ
（
薄
い
） 

ま
ず
、
下
地
に
①
を
筆
で
塗
る
。
乾
く
前
に
布
の

切
れ
端
に
化
粧
土
を
染
み
込
ま
せ
、
少
し
し
ご
い
て

貼
り
付
け
パ
テ
で
押
し
付
け
た
後
剥
す
と
斑
が
出
る
。 

 
固
ま
っ
た
部
分
は
布
の
境
目
に
な
る
。 

            

         

布
を
剥
す
方
法
は
こ
れ
か
ら
も
続
け
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

 「
六
角
積
堆
器
」 

第
57
回 

県
展
入
選
作 

        

全
体
に
錆
黒
（
マ
ン
ガ
ン
と
コ
バ
ル
ト
）
を
塗
り

素
焼
き
を
す
る
。
ロ
ー
ラ
ー
で
白
化
粧
土
を
塗
る
が

一
回
目
は
黒
い
所
が
残
る
が
二
回
目
は
厚
く
な
る
の

で
黒
い
所
が
無
く
な
り
模
様
が
で
き
る
。 

 

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
で
模
型
を
作
り
、
部
分
的
に
作

っ
た
パ
ー
ツ
を
間
違
え
な
い
よ
う
に
し
た
。 

 

一
つ
間
違
え
る
と
各
パ
ー
ツ
の
連
続
が
全
部
く
る

っ
て
し
ま
う
。 

 

こ
れ
も
ロ
ー
ラ
ー
の
ム
ラ
が
楽
し
い
。 

 

「黄瀬戸杯」：  藁灰＆土灰（１：１） 

          たんぱん：硫酸銅 

「三角の青い花器」：酸化コバルト化粧土 3色 

         屋根：セレン赤 石灰透明釉 

「四角取鉢」：青化粧土＆白化粧土 土灰透明釉 

「六角積堆器」 第 57回県展入選作 
黒マット 白化粧 錆黒 土灰透明釉 

丸
い
模
様
は
シ
ー
ル
で 

マ
ス
キ
ン
グ
し
た
も
の
。 

 「
四
角
取
鉢
」
も
同
じ
手
法

で
、
青
化
粧
土
を
全
体
に
塗

り
細
い
布
に
白
化
粧
土
を

塗
っ
て
剥
し
た
も
の
。 

筆
跡
は
残
し
た
く
な
い
し 

ス
プ
レ
ー
だ
と
奇
麗
す
ぎ

て
面
白
く
な
い
。 

ム
ラ
を
楽
し
む
手
法
で
す
。 

細い布跡と剥した後の

ムラがよく出ている 

シ
ャ
ー
プ
な
線
を
出

す
た
め
に
長
野
の
木

工
所
で
木
型
二
種
類

（
三
角
錐
と
六
角
形

の
枠
）
を
作
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。 
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「
第
43
回
の
作
品
」 

 

本
橋
昭
彦 

                             

                              

              

「
第
43
回
の
作
品
」 

川
島
幸
子 

           

こ
の
「
織
部
花
入
れ
」
の
デ
ザ
イ
ン
は
自
然
の 

植
物
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
作
り
ま
し
た
。 

葉
の
上
の
方
は
下
地
に
白
化
粧
を
ス
プ
レ
ー
ガ
ン

で
掛
け
そ
の
上
に
織
部
釉
を
掛
け
ま
し
た
。 

国宝・水指「破れ袋」写し：黄瀬土 穴窯焼成 自然釉 

 （昨年出し損ねた作品です。本物は五島美術館か

な？にある。 本物にはない蓋まで作ってしまいまし

た。  今、黄瀬の土が無くなっちゃった。） 

枯れ竹花入：古信楽土（荒目） 

    穴窯焼成 自然釉 

砧花入：古信楽赤土（荒目） 

   穴窯焼成 自然釉 

（「砧」きぬたって何かな？

て思っちゃったよ。） 

井戸茶盌：古信楽土（荒目） ラスター釉 電気窯 

（ラスター釉は光沢がありとても綺麗ですね） 

馬の目豆皿：信楽粘土 酸化青磁釉 電気窯 

楽茶盌： 楽粘土 引出黒 

   穴窯焼成 自然釉 

伊賀茶盌： 伊賀粘土 

  穴窯焼成 自然釉 

鮑皿：半磁器土 穴窯焼成 自然釉 

（本物の大きな鮑を型にして作りました。 

半磁器土を穴窯で焼いたら内側もこん

なに綺麗な色、艶が出ました。） 

大徳利： 古信楽赤土 

 穴窯焼成 自然釉 

徳利： 白御影土 

 穴窯焼成 自然釉 

織部花入れ： 益子赤土 一部白化粧

スプレーガン 織部釉・鉄赤釉 

皿・小鉢： ネイビーブルー 飴釉 
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葉
の
縁
が
う
っ
す
ら
と
白
に
な
り
緑
も
鮮
や
か
で
と

て
も
綺
麗
な
色
に
で
き
ま
し
た
。 

                 

                
 

   

【
編
集
後
記
】 

 

・
何
事
に
も
「
初
め
が
あ
れ
ば
必
ず
終
わ
り
が
あ
る
」

の
が
世
の
常
な
の
で
す
が
、
こ
の
会
も
本
気
で
考
え

る
時
期
が
来
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
そ
れ
ば
か
り
考
え
て
い
て
も
面
白
く
な

い
し
、
元
気
の
あ
る
う
ち
は
楽
し
い
事
も
や
り
た
い

で
す
よ
ね
。 

 

「
楽
し
い
事
」
と
言
っ
て
も
、
こ
れ
又
、
人
に
よ

り
様
々
な
思
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
個
々
の
思
い
を

持
ち
寄
り
、
ち
ょ
っ
と
で
も
楽
し
い
時
を
一
緒
に
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。 

・
関
東
学
院
大
学
か
ら
の
お
話
に
参
加
す
る
こ
と
で

新
し
い
出
会
い
が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

何
か
を
や
ろ
う
と
す
る
と
、
か
な
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
必
要
と
し
ま
す
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
何
も
し
な

い
よ
り
は
一
歩
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鍋
島
弘
義 

織部掛け分け中鉢： 益子赤土 

織部釉・唐津飴釉薬掛け分け 

・
こ
の
「
織
部
掛
け

分
け
」
は
重
な
っ
た

部
分
の
面
白
さ
を

狙
っ
た
の
で
す
が
、

織
部
釉
が
濃
す
ぎ

た
の
か
溜
ま
り
部

分
が
黒
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。 

（上）粉引小物   （右下）唐津飴釉小物 

（左下）粉引耳付きボウル： 益子赤土 

     白化粧・青化粧に土灰透明釉 

粉引鉢： 益子赤土 

 白化粧・呉須 土灰透明釉 

粉
引
耳
付
き
ボ
ウ
ル
の
耳
の
青
が
青
化
粧
で
す
。 

粉
引
鉢
の
花
模
様
の
青
は
呉
須
で
色
付
け
し
ま
し
た
。 

同
じ
よ
う
で
す
が
違
う
の
で
す
。 

川島幸子さんの 

前ページの続きです。 


